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施行後の群別規制
の方法について
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旧法の様式旧法の様式

様式ロに記載された群別使用数量
３

) MBq) MBq) MBq)群別一日最大使用数量 (注８) 第１群( 第２群( 第３群( 第４群(

) MBq) MBq) MBq)群別一週間最大使用数量(注９) 第１群( 第２群( 第３群( 第４群(

許可証に記載された貯蔵能力

保管場所 ＲＩ実験棟貯蔵室 合計貯蔵能力

群 貯蔵能力（特定核種に係るものを除く。）

１

２

３

４

０

１００ ＭＢｑ

２００ ＭＢｑ

５００ ＭＢｑ



放射線規制室 3

新法では群別の考え方がなくなったので使新法では群別の考え方がなくなったので使
用者が「許可の条件」として、旧法の群と同用者が「許可の条件」として、旧法の群と同
じ区分を作成する。申請書の様式に記載じ区分を作成する。申請書の様式に記載
する。する。
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記載例記載例 群別１日最大使用数量の設定群別１日最大使用数量の設定

別紙様式第１

使用の目的使用の目的
生物、医学及び薬学に関する

研究

使用の方法使用の方法

トレーサー、核種を群別に区分
して使用する。

詳細は別紙１のとおり
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別紙１別紙１

使用する核種を表１に従って区分し、各群の１日最大

使用数量を表２のとおりとする。

表１
第１群 90Ｓｒ及びアルファ線を放出する同位元素

第２群
物理的半減期が３０日を超える放射線を放出する同位元素

（3Ｈ、7Ｂｅ、14Ｃ、35Ｓ、55Ｆｅ、59Ｆｅ及び第１群は除く。）

第３群

物理的半減期が３０日以下の放射線を放出する同位元素

（18Ｆ、51Ｃｒ、71Ｇｅ及び201Ｔｌ並びに第１群に属するものを除く。) 、
35Ｓ、55Ｆｅ及び59Ｆｅ

第４群 3Ｈ、7Ｂｅ、14Ｃ、 18Ｆ、51Ｃｒ、71Ｇｅ及び201Ｔｌ

表１
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表２

区 分 １日最大使用数量

第１群 10  kBq 

第２群 １００ＭＢｑ

第３群 ２００ＭＢｑ

第４群 ５００ＭＢｑ
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記載例記載例 群別貯蔵能力の設定群別貯蔵能力の設定

別紙様式第１

貯蔵能力

下限数量の１０万倍との比の和
０．８５

核種を群別に区分して貯蔵する。

詳細は別紙２のとおり
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別紙別紙２２

貯蔵する核種を表３に従って区分し、貯蔵室に貯蔵できる
数量として特定の核種及び群別による貯蔵数量をそれぞ
れ表４、表５のとおりとする。

表３

第１群 90Ｓｒ及びアルファ線を放出する同位元素

第２群
物理的半減期が３０日を超える放射線を放出する同位元素

（3Ｈ、7Ｂｅ、14Ｃ、35Ｓ、55Ｆｅ、59Ｆｅ及び第１群は除く。）

第３群

物理的半減期が３０日以下の放射線を放出する同位元素

（18Ｆ、51Ｃｒ、71Ｇｅ及び201Ｔｌ並びに第１群に属するものを除く。) 、
35Ｓ、55Ｆｅ及び59Ｆｅ

第４群 3Ｈ、7Ｂｅ、14Ｃ、 18Ｆ、51Ｃｒ、71Ｇｅ及び201Ｔｌ
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表４ 特定の核種に係る貯蔵数量

核 種 貯蔵数量
32Ｐ
60Ｃｏ

1 GBq

100 MBq 

表５ 群別に係る貯蔵数量

区 分 貯蔵数量

第１群 100 kBq 

第２群 200 MBq

第３群 400 MBq 

第４群 1000 MBq 
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下限数量の１０万倍との比の算出下限数量の１０万倍との比の算出

群別に係る貯蔵数量

区 分 貯蔵数量

第２群 ２００ＭＢｑ

１２５ Ｉ ２００ＭＢｑ １×１０６Ｂｑ
６０ Ｃｏ ５０ＭＢｑ １×１０５Ｂｑ

核 種 年間使用数量 下限数量

方法１： ２００×１０６／１×１０５＋５ ＝ ２×１０－２

方法２： ５０×１０６／１×１０５+５

＋１５０×１０６／１×１０６＋５＝６．５×１０－３
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お わ り


